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要旨：一般に植物には発熱能力はなく、その体温は外気温とともに変動すると考えられて

いる。しかしながら、驚くべきことに、ある種の植物は積極的に発熱し、その体温を外気温

よりも有意に上昇させる能力を持つことが知られている。このような発熱する植物としては、

早春に花を咲かせるザゼンソウが良く知られているが、我が国にも自生するハスの発熱はこ

れまで多くの人々に見逃されてきたユニークな生命現象である。本講演では、近年の我々の

調査により明らかとなった中尊寺古代ハスの発熱現象について解説するとともに、平泉文化

研究における生命科学の貢献の可能性について議論したい。 
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